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「西京区の古墳・
 遺跡を学ぼう」

◆�

講
演
「
知
っ
て
得
す
る
認
知
症
の
話
」

◆
講
師　

�

社
会
福
祉
法
人
シ
ナ
プ
ス
埼
玉

精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
理
事
長
兼

セ
ン
タ
ー
長

丸
木
雄
一
氏

定
先
着
400
名 

申
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

！
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

￥
無
料

問
西
京
区
認
知
症
地
域
ケ
ア
協

議
会
事
務
局
（
☎
393
・
５
７
３
３
）

９
月
21
日
は

　

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

「
忘
れ
て
も　

心
は
生
き
て
る

　

認
知
症
」

高齢者宅への訪問

子育てサロン事業

大原野森林公園だより⑧
今月の虫  
カラスアゲハ（アゲハチョウ科）

井上愛子
会長

検索大原野公園ホームページ 問�北部みどり管理事務所
（☎882・7019）

見ごろ　
５～６月、８～

９月（年２回）

豆知識　
暑さもピークの頃、

羽化したての成虫

が河原に集まり、

水を吸っています。

吸った水がお尻か

らぽたぽた落ちて

も、まだ吸い続け

ます。

亀
岡
市
と
の
住
民
交
流

「
七
夕
交
流

コ
ン
サ
ー
ト
」

に
参
加

第
５
回 

認
知
症
区
民
公
開
講
座
を
開
催

知
っ
て
得
す
る
認
知
症
の
話

～きれいな水辺を守るために～
河川の美化清掃活動を実施

街
頭
で
啓
発
活
動
を
実
施

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

―
民
生
児
童
委
員
と
は
？

　

民
生
委
員
は
、
社
会
福
祉
の
増
進
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
民
に
寄
り
添

い
、
生
活
や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
や

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員

は
児
童
委
員
も
兼
ね
て
お
り
、
子
育
て
に

関
す
る
相
談
、
福
祉
制
度
の
紹
介
な
ど
の

支
援
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
わ
せ
て

「
民
生
児
童
委
員
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

民
生
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
の
委
嘱
を
受
け
、
非
常
勤
の
地
方
公
務

員
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
主
な
活
動
内
容
は
？

　

民
生
委
員
の
主
な
活
動
と

し
て
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
お
宅

へ
こ
ま
め
に
足
を
運
び
、
生

活
状
況
の
把
握
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
住
民
と
の
個
人

個
人
の
つ
な
が
り
を
基
に
活

動
す
る
た
め
、
行
政
で
は
難

し
い
、
個
々
の
住
民
の
事
情

や
変
化
に
応
じ
て
素
早
く
関

係
機
関
や
制
度
に
つ
な
ぐ
、

と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
、
地

域
で
の
孤
立
や
孤
独
死
を
防
ぐ
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
夏
の
暑
い

時
期
に
高
齢
者
宅
に
足
を
運
び
、
冷
却

ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
を
配
付
す
る
と
と
も
に
、

体
調
を
崩
し
て
い
な
い
か
等
の
声
か
け
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
福
祉
事
務
所
と
協
力
し

て
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
付
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
素
早
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
か
か

り
つ
け
医
や
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し

た
用
紙
を
専
用
の
容
器
の
中
に
入
れ
、
自

宅
の
冷
蔵
庫
で
保
管
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。
こ
れ
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
本
人
だ

け
で
な
く
周
囲
の
方
も
安

心
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

と
い
っ
た
声
も
聞
い
て
い

ま
す
。
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
、
説
明
の
う
え
配
付
し

て
お
り
、
昨
年
度
と
今
年

度
で
合
わ
せ
て
、
区
内
で

約
５
，
０
０
０
本
を
配
付

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
児
童
委
員
と
し

て
は
、
主
に
子
育
て
に
関

す
る
様
々
な
相
談
や
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
子
ど
も
や
家
庭
に
つ
い
て
状
況
を
把
握

し
、
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

を
実
施
し
、
保
育
園
入
園
前
の
子
ど
も
を

遊
ば
せ
る
と
と
も
に
、
母
親
同
士
が
交
流

し
、
ほ
っ
と
で
き
る
場
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
や
展
望
は
？

　

今
年
は
委
員
の
改
選
の
年
で
す
が
、
委

員
の
な
り
手
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。

福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
理
解
や

熱
意
が
あ
る
方
に
、
ぜ
ひ
委
員
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
各
委

員
は
地
域
の
福
祉
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
活
動
が
知
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
地
道
に
情
報
発
信
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
西
京
区
民
生
児
童
委
員
会
」

の
井
上
愛
子
会
長
に
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

　

区
民
の
皆
さ
ま
に
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

飛
躍
的
に
進
歩
を
し
て
い
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
の
治
療
法
や
認
知
症
の
予

防
法
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

８
月
31
日
（
土
）

午
後
２
時
～
４
時

西
文
化
会
館
ウ
エ
ス
テ
ィ 

ホ
ー
ル

　

７
月
７
日
、
亀
岡
市
で
開

催
さ
れ
た
「
七
夕
交
流
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
、
桂
坂
学
区
の

「
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
合
唱
団
」

と
「
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
室
内
楽

団
」
が
出
演
し
、
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
多
く
の
観
客

を
魅
了
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
々
を
は
じ
め
、
警
察

や
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
、
今
年
で
63
回
目

を
迎
え
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
西
京
区
推
進
委
員

会
の
皆
さ
ん
が
、
阪
急
桂
駅
を
は

じ
め
と
す
る
各
駅
や
区
内
の
中
学

校
の
周
辺
で
啓
発
活
動
を
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

西
京
区
と
そ
の
周
辺
地
域
の
古
墳
・
遺
跡
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
小
規
模
な
群
集
墳
が
点
在
す
る

大
原
野
を
歩
き
ま
す
。
平
安
京
が
成
立
す
る
以
前
の
西
京
区
の

様
子
に
つ
い
て
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時
10
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
（
受
付

午
前
９
時
～
）
集
合
場
所
バ
ス
停
「
南
春
日
町
」
（
市
バ
ス
臨

西
２
系
統
、
阪
急
バ
ス
63
・
65
系
統
、
京
阪
京
都
交
通
13
・

13B
・
14
系
統
）
コ
ー
ス
（
約
３
時
間
）
バ
ス
停
「
南
春
日
町
」

～
勝
持
寺
古
墳
群
～
八
幡
宮
古
墳
群
～
下
西
代
古
墳
群
～
大
原

野
小
学
校
（
灰
方
古
墳
群
の
復
元
あ
り
）
講
師
市
埋
蔵
文
化
財

研
究
所
統
括
主
任　

丸
川
義
広
氏

対
医
師
か
ら
運
動
制
限
を
さ
れ
て
い
な
い
、
中
学
生
以
上
の
方

定
先
着
30
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
９
月
末
に
返
信
は
が
き

で
結
果
を
送
付
。
）
￥
無
料
申
・
問

往
復
は
が
き
に
「
古
墳
・
遺
跡
を
学

ぼ
う
参
加
」
と
明
記
の
う
え
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

電

話

番

号

を

記

入

し
、

〒
615

−

８
５
２
２
（
住
所
不
要
）
西
京
区
役

所
総
務
・
防
災
担
当 

古
墳
・
遺
跡

を
学
ぼ
う
受
付
係（
☎
381
・
７
１
５
８
）

ま
で
。
９
月
20
日
（
金
）
必
着
。
！

１
枚
の
往
復
は
が
き
に
つ
き
１
名
記

入
（
家
族
の
場
合
は
１
枚
の
は
が
き

に
記
入
可
）
。
主
催
西
京
塾

後
援
西

京
区
役
所

＜西京区民生児童委員会＞

各種団体編⑫

　美しい河川の環境を守るため、「洛西

の河川を美しくする会」の呼びかけによ

り、７月６日に洛西地域を流れる小畑川

等の美化清掃活動が実施されました。

　当日は、約 200 名の参加者が、河川敷

を中心に多くのゴミを集められるなどの

取組を行われました。皆さんも河川の美

化推進にご協力をお願いします。

西文化会館ウエスティ

千代原口（73系統）

千代原口
（29,69系統）

平和台町
（73系統）

バス停

バス停

Nバス停

国
道
９
号

千代原口

上
下
水
道
局
西
京
区
役
所

第２回

下西代２号墳の復元

現地で古墳を巡ろう！


